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 eq \o\ad(指導教諭氏名,　　　　　　) 　　　　教諭
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平成24年 11月 14日(水) 4時限目  
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第 3学年  2組(男子 12人、女子 10人)
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の値の変化
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の値の増減
学習指導過程
	段
階
	学習内容
	学 習 活 動
	時間
	教具
・資料

	
	
	生徒の活動
	指導の留意点
	
	

	導
入
	今回は関数
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の値の増減と最大値・最小値の元方をやるので、一次関数の最大値・最小値を思い出してもらい違いを理解してもらう。
	復習で一次関数
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の最大値・最小値の問題やる。
	今回は変化の割合の実践的問題を扱うので、導入で取り扱うアニメーションで
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の値の変化はどういうものだったか思い出してもらう。
	５分
	

	展
開
	ここでは
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の値が増加するとき
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軸を境に
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の値の増減が変わること

を理解してもらう。
先ほど先生と一緒に埋めた所を参考にグラフの増減と最大値・最小値がどのようになっているか生徒に考えてもらう。
例１は
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の変域が決まっている場合の最大値・最小値と
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の変域の求め方を理解してもらう。

例１で学んだことを利用し生徒自身の力で最小値・最大値と
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の変域を求めてもらう。

ここでは今まで学んできたグラフの描き方・グラフの読み取り方・
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の変域の求め方・最大値・最小値の求め方の四つをみる問題である。

	パワーポイントのアニメーションと先生の説明を元に空欄を先生と一緒に埋めていく。

穴埋め形式にされたこの問１を3分で生徒に解いてもらう。
その後指名された生徒があいた□を埋めていく。
パワーポイントとプリントを見ながら先生と一緒に空欄を埋めていく。
ところどころ指名された生徒は空いた□を答える。
例１を参考に問２を３分強で解く。

全員解けたら空欄を指名された生徒が解答していく。

例1や問２を参考に問３を７分強で解く。

もしグラフの描き方を忘れてしまった生徒は前回のプリントを見ながら解いてもよい。

	関数
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のグラフをIWBで映し出して、
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が増加すると
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がどのように変化しているかアニメーションを用いて確認してもらう。
上で先生と埋めていったところとは増加と減少が入れ替わり、０が最大値であるというところを理解してもらうのが一番のポイントである。

関数
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,
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の変域と最小値・最大値がどのように求められるか理解してもらう。
一次関数とは違い
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の変域は
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の変域を用いて求めるだけではないというところに注意してもらう。
例１を参考にしながら生徒自信の力で最小値・最大値と
[image: image22.wmf]y

の変域を求めてもらう。

問３はグラフの描き方とグラフの読み取り方を復習しながら今回学んだことを使えるようにする複合的問題である。この問題で使う知識は今後も長く使っていくものなのでしっかりと理解させる。

	
	

	整
理
	次回から問題演習が続くのでしっかり今日のポイントを理解してほしいということを強調する。
	時間が余れば前回のワークシートを行う。
	本授業で変化の割合を振り返りで学んだのでその問題演習をして知識の定着を図る。
	５分
	


評価
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の値の変化を理解している・・・（関心・意欲・態度）
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の変域と最小値・最大値を理解できる・・・（数学的考え方）
関数
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のグラフの描き方と読み取り方を覚えている・・・（数学的知識）
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